
ａ-1（新・税項目有）

代表者

千円 県出資額 千円 県出資比率

合計 県職員 県退職者 合計 県職員 県退職者 左記以外の者

9 3 3 9 3 3 3

1 0 1 1 0 1 0

8 3 2 8 3 2 3

1 0 0 1 0 0 1

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

0 0 0 0 0 0

7,444 7,444 7,702 0 0 0

0 0 0 0 0 0

その他の県からの支援等 　事務局を県福祉保健部健康増進課内に置いている。

令和5年度 公社等経営評価シート
（対象期間：令和4年4月1日～令和5年3月31日）

事業計画に基づく事業の
実施

組織体制維持のため、必要
な補助金額を確保した。

賛助会員・寄附金の拡大、経費節減
に取り組んだが赤字決算となった。
赤字額は少額であり、一般正味財産
により補填できたため、基本財産を
取り崩すことなく事業を実施した。

事務局2名体制に移行後も効率的に
業務を実施した。

  臓器移植を推進するため、県民への移植医療の知識や意義の普及啓発、医療機関への情報提供及び移植医療が
適正に行われるための支援を行い、もって県民の健康及び福祉の向上に寄与することを目的とする。

必要な補助金を確保す
る。

賛助会費・寄付金収入の増
や、コロナ禍で会議を書面開
催としたこと等により、基本
財産を取り崩すことなく事業
を実施した。

組織体制維持のため、人的
支援を維持した。

コロナ禍の影響が依然としてあった
が、新しい取組である「みやざき“い
のちのリレー”ポスターコンテスト」を
実施するなど、普及啓発を充実させ
た。

効率的な組織体制の構築
を行う。

ホームページでの情報公
開の充実

ホームページによる財務
状況、活動状況等の情報
公開を積極的に行う。

昨年度から実施している
みやざき“いのちのリ
レー”ポスターコンテスト
や、出前講座等による若
い世代への臓器移植の啓
発を促進する。

非常勤

1

3

現在の補助金を維持

事務局2名体制に移行後も
効率的に業務を実施した。

公益財団法人宮崎県移植推進財団名　称

左記以外の者

組織体制維持のため、必要な補助金
額を確保した。

０９８５－２５－３１０６

29,619

特記事項

県所管部・課

①公社等のあり方
見直し

コロナ禍の状況においても、
感染防止対策を取った上で
出前講座を充実させるなど、
臓器移植に関する啓発を積
極的に行った。

設立年月日 理事長　小牧　斎

46,794

　臓器の移植に関する法律（平成９年法律104号）第３条に、移植医療に関する普及啓発は国及び地方公共団体の
責務であることが規定されている。

63.3%

電話番号

総出資額

設立目的

県委託料

役員数　

（人）

県
関
与
の
状
況

改
革
工
程

内容

概
　
　
　
要

令和4年度

ホームページによる財務状況、活動
状況等の情報公開を積極的に行っ
た。また、情報誌において、ポスター
コンテストの最優秀作品を紹介した。

事務局2名体制に移行後も
効率的に業務を実施した。

財
政
支
出
等

人的支援見
直し

引き続き賛助会員、寄附
金の増額に取り組むとと
もに、基本財産の取崩減
額を図る。

④情報公開推進

県職員人件費
（県支給分）

県交付金・負担金・
出資金

事務局2名体制に移行後も効率的に
業務を実施した。

（千円）

県の損失補償契約等
に基づく債務残高

県借入金残高

経営・事業
運営改善

②
公
社
等
の
経
営
見
直
し

組織体制の充実に向けた
検討

組織等適正
化

平成4年7月7日

職員数

令和5年度

新公益法人制度での運
営

賛助会員・寄附金等の拡
大、基金取崩額の減額

より効率的な業務運営を
検討する。

財務改善

宮崎市橘通東２丁目１０番１号所在地

令和5年度

ホームページ https://m-isyokusuisin.com

令和3年度 令和4年度

福祉保健部
健康増進課

3

ホームページによる財務状
況、活動状況等の情報公開
を積極的に行った。

人
的
支
援

0

組織体制維持のため、人的支援を維
持した。

（千円）

常　勤

③
県
と
公
社
等
の
関

係
見
直
し 財政支出見

直し

独立した運営の検討を行
う。

県補助金
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令和4年度 令和5年度

決算額(千円) 予算額(千円)

① 7,702 7,702 補助金

②

③

④

⑤

令和5年度 令和6年度

実績値 達成度(%) 目標値 目標値

① 2 100.0% 2 2

② 15,443 77.2% 20,000 20,000

③ 8 － 10 10

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

12,129 11,428 12,151 51,107 50,923 50,266

11,431 11,332 12,321 4,277 4,094 3,437

698 96 -170 46,830 46,830 46,830

0 0 0 3,303 3,045 2,579

0 0 0 3,303 3,045 2,579

0 0 0 0 0 0

698 96 -170 47,804 47,878 47,687

21 21 21 46,794 46,794 46,794

677 75 -191 46,794 46,794 46,794

333 1,010 1,085 0 0 0

1,010 1,085 893 1,010 1,085 893

-1,200 0 0 0 0 0

47,994 46,794 46,794 0 0 0

46,794 46,794 46,794

47,804 47,878 47,687

令和5年度 令和6年度

実績値※ 達成度(%) 目標値 目標値

23.5 117.4% 20.0 20.0

※ 令和4年度 実績値の算式

90.5 133.1% 68.0 68.0

※ 令和4年度 実績値の算式

※ 令和4年度 実績値の算式

※千円未満を四捨五入して表示しているため、合計の金額と一致しない場合があります。

種別

財
務
状
況

　　　　　　　　　正味財産増減計算書　　　　　（千円） 　　　　　　　　  　　貸借対照表　　  　　　（千円）

実
施
事
業

臓器移植の円滑な実施及び移植医療の普及を図るための一部
補助で、対象経費は活動に必要な経費

リーフレット配布枚数（枚）

2

　　経常収益

主
な
県
財
政
支
出
の
内
容

宮崎県臓器移植推進事業補助金

活
動
指
標

会議（研修会）回数

指標の設定に関する
留意事項

　活動指標③については、令和5年度より設定。

　固定負債

税引前当期一般正味財産増減額

　　法人税・住民税及び事業税 　指定正味財産

（うち基本財産への充当額）

　流動負債

（うち特定資産への充当額）

　当期一般正味財産増減額

　当期経常増減額

　当期経常外増減額

指標の設定に関する
留意事項

直近の県監査
の状況

財
務
指
標

指標名

目標値

　　経常外費用

　固定資産

出前講座実施回数

　　経常費用

実施回数（回）

　　経常外収益

－

負債

　流動資産

　

一般正味財産期末残高

自己収入比率

①普及啓発に関する事業
②臓器提供の意思表示を促進する事業
③腎臓移植希望者への助成に関する事業
④臓器提供医療機関の体制整備支援・教育及び臓器移植関係機関相互の連絡調整に関する事業
⑤臓器のあっせんに関する事業

指標名 算式（単位）

事業名 事業内容

資産

20,000

会議（研修会）回数（回）

臓器提供意思表示啓発リー
フレット配布

令和4年度

正味財産期末残高

　当期指定正味財産増減額

一般正味財産期首残高

　一般正味財産

正味財産

（うち基本財産への充当額）

（うち特定資産への充当額）指定正味財産期首残高

（基本財産運用益＋自己収益）／経
常費用計×100（％）

20.0
①

（12千円＋1,667千円＋1,214千円）／12,321千円×100

算式（単位）
令和4年度

目標値

指定正味財産期末残高

②
事業費比率 事業費／経常費用計×100（％） 68.0

11,149千円／12,321千円×100

③
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改革工程 活動内容 財務内容 組織運営 改革工程 活動内容 財務内容 組織運営

Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ

公社等
自己評価

総
合
評
価 評価 (Ａ.良好､Ｂほ

ぼ良好､Ｃやや課題あり、
Ｄ課題多い)

目　標
達成度

　普及啓発事業においては、「みやざき”いのち
のリレー”ポスターコンテスト」を新たに実施
し、若い世代への普及啓発に取り組んだほか、情
報誌をカラー印刷により発行するなど財団の活動
のわかりやすい周知に努めた。臓器提供に関わる
医療機関への支援として、体験型の研修会を３年
ぶりに参集する形で開催したほか、県立宮崎病院
を毎週訪問することにより同院内の臓器提供体制
の強化を進めることができた。
　財務面においては、事業費が増大する中で効率
的な事業執行に努めたものの、賛助会費・寄附金
収入が前年度には及ばず赤字決算となったが、一
般正味財産残高で補填できたため、基本財産の取
崩しを行わずに済んだ。

　活動内容については、一部目標値を下回る指標
があるものの、普及啓発活動の充実や県内医療機
関の臓器提供体制整備支援、県外におけるあっせ
ん業務への協力等に積極的に取り組んでおり評価
できる。
　財務内容については、指標については目標を達
成しているものの、経常赤字となっており、今後
一層の自主財源の確保に向けた取組が必要であ
る。
　臓器移植の普及促進という極めて公益性の高い
事業を担っており、今後も活動の充実と併せて健
全な財務内容が求められる。

　令和4年度からの新たな普及啓発として「みや
ざき“いのちのリレー”ポスターコンテスト」を
実施し、若い世代が臓器移植を考える新たな機会
を創出した。
　また、臓器移植コーディネーターが県立宮崎病
院を毎週訪問し、院内の臓器提供体制の強化を支
援しているほか、県外からの臓器提供あっせん業
務派遣要請にも適確に対応している。
　財務面では、賛助会員や寄付の募集にも積極的
に取り組み、昨年度に引き続き基本財産を取崩す
ことなく事業執行が行われた。
　今後も引き続き自主財源の確保、効率的な事業
執行に取り組んで行く必要がある。

公社等改革
推進委員会
三次評価

県所管部課
二次評価

評価 (Ａ.良好､Ｂ

ほぼ良好､Ｃやや課題
あり、Ｄ課題多い)

0% 50% 100% 150%

活動指標①

活動指標②

活動指標③

財務指標①

財務指標②

財務指標③


